
日本文学は千二百年以上にわたって書かれ続け、膨大な蓄積があります。こうい

った資料を電子化し、コンピューターで横断的に検索・分析できるようにした

「コーパス」と呼ばれるデータベースが、近年開発されてきました。コーパスを

使うと、古代の言葉の時代的な変化や、文脈に応じた使い方を容易に調べること

ができます。平安時代の『源氏物語』に出てくる単語・表現などについて皆さん

と一緒に見ていきたいと思います。

鴻野  知暁
東京大学大学院総合文化研究科博士後期課程修了。専門は上代・中古期の日本語の

文法、コーパス言語学。

（大阪大学  人文学研究科  日本学専攻  講師）

コーパスから見る古代日本語の世界
6月 1 6日
  開催！

マンスリー
多文化サロン

会場は大阪大学

箕面キャンパス

です！

【日時】 2 0 2 2年 6月 1 6日  (木 )  1 9 : 0 0 - 2 0 : 0 0  
【場所】大阪大学  箕面キャンパス  1 F  大講義室
大阪府箕面市船場東 3丁目 5－ 1 0  
またはオンライン（参加者にはリンクをお知らせします）

   ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンライン開催のみとなる場合があります。

【お申込受付】 2 0 2 2年 6月 3日（平日 9 - 1 7時  6月 1 3日〆切）
下記のU R L／右記のQ Rコードの登録フォームにて
h t t p s : / / f o r m s . o f f i c e . c o m / r / q V g a w i H R D p
または大阪大学外国語学部  ☎  0 7 2 - 7 3 0 - 5 0 1 3
✉  j i n b u n - m i n o h - j i g y o @ o f f i c e . o s a k a - u . a c . j p  

 ※ 1 4日を過ぎても連絡メール不着の場合は、担当者までお知らせください。

【参加費】無料

主催：大阪大学外国語学部 

協力：みのお市民活動センター

☜ 登録フォームはこちら


